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　患者さんの満足度向上や業務効率改善を目指し、
3チームが発表を行いました。
●最優秀賞
スマイルチーム（医事課）
テーマ
「健診をスムーズに回ろう」

●第68回　QCサークル活動発表会
（令和5年3月29日）

　4年ぶりにさくらの
名所である「ウエノ
公園」の清掃ボラン
ティアに、当院職員
10名を含むさくらグ
ループ総勢30名が
参加しました。

●ウエノ公園清掃ボランティア
(令和5年3月19日)

和歌山県有田市宮崎町841-1

愛宕苑

さくら訪問看護ステーション

グループホーム愛宕苑

桜ヶ丘病院 ●

● 田鶴苑
● ありだ橘苑

長寿荘 ●

　一日でも早く業務に慣れ、知識を身につけていきた
いと思います。管理栄養士として、患者さんの健康維
持や改善に少しでも貢献できるよう頑張りますのでよ
ろしくお願いいたします。

栄養管理科　管理栄養士
はやし　まき
林　真紀
（入職日　令和5年1月16日）

新入職員紹介

　2月より勤務しています。慣れない業務に、今は周り
の皆様にサポート頂く日々です。地域医療を担う専門
職の方のサポートができるよう「広い視野を持って業
務にあたる」をモットーに努力していきます。

　今回は令和5年1月から3月までに入職した職員を掲載いたしました。
令和5年4月に入職した職員は次回掲載いたします。

総務課　事務員
きむら　　　ゆりこ
木村　友里子
（入職日　令和5年2月1日）

　当院では言語聴覚士による訪問リハビリテーションを令和5年2月
より開始しています。対象は神経難病や脳血管障害の方が多く、食事
やコミュニケーションの問題に対し嚥下訓練や構音練習、生活上の助
言や環境調整等を行っています。また、嚥下を可視化できる嚥下造影
検査を外来でも行っており、必要に応じて検査を実施し、それをもとに
食事の支援体制を整えています。食事やコミュニケーションは生活を
する上で欠かせないものであり、利用者様が住み慣れた地域で、その
人らしい生活が送れるようサポートしています。

言語聴覚士による訪問リハビリテーションを開始しました

　今回、和歌山県立医科大学で区分別科目の受講を行い以下の区分を修了しました。
【在宅・慢性期領域パッケージ】
・気管カニューレの交換
・胃ろうカテーテルまたは胃ろうボタンの交換
・褥瘡又は慢性創傷の治療における血流のない壊死組織の除去
・脱水症状に対する輸液の補正
今後もこれらの特定行為が、入院中の患者さんや地域の方々に役立てるよう実践と
自己研鑽を積み上げていきたいと思います。

柏田あゆみ看護主任が「看護師特定行為研修」を修了しました
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医師紹介

健診への取り組み

〈プロフィール〉
令和3年　3月　和歌山県立医科大学医学部卒業
　　　  　4月　和歌山ろうさい病院初期研修
令和5年　4月　和歌山県立医科大学　第二内科　学内助教

　令和5年4月より火曜日の上部内視鏡検査を担当しております。上部内視鏡検査では胃癌を早期に発見する
ことができ、早期に治療介入を行うことができれば良好な予後が期待できます。また、胃癌や胃・十二指腸潰瘍
など様々な疾患を引き起こす可能性のあるピロリ菌感染も確認することができ、除菌治療を行えば胃癌の
発生リスクを低減することも可能です。桜ヶ丘病院には鼻から検査を行うことのできる経鼻内視鏡も用意
されており、より患者さんの負担を減らした検査も可能となっています。患者さんに寄り添った医療を提供で
きるよう努めてまいります。何卒よろしくお願いいたします。

●消化器内科
　　つぼた　ゆうすけ

　坪田  悠佑　医師

　今回は小田稔腎センター長による「透析が必要って
言われたらどうなるの？」というテーマの講演と
DVD鑑賞を行い、腎代替療法のメリット・デメリット
や透析治療をされている患者さんの一日の生活を
ドラマ仕立てでわかりやすく紹介しました。

　当院では定期健康診断をはじめ、生活習慣病予防健診、特定健診のほか特定化学物質などの特殊
な健診も実施しています。令和5年2月には、正確かつスピーディーに結果を郵送できるよう新たに
健診システムを導入し、受診者の方々の満足度向上に取り組んでいます。また、令和4年4月に大腸内視
鏡装置、同年12月には最新の超音波診断装置を導入し、下部消化管検査や肝繊維化検査など検査項
目の充実化を図るとともに、予約枠の拡大や価格の見直しなど受診者の方々により手軽に受診してい
ただけるような体制づくりにも取り組んでいます。さらに令和5年4月からは和歌山県下の医療機関で
初となる線虫N-NOSE検査を行える体制を整えました。壮年期からの健康づくりと、脳卒中、心臓病等
の生活習慣病の予防、早期発見、早期治療を図るとともに、地域住民の方々の健康増進に向け取り組
んでいます。

●第10回慢性期リハビリテーション学会（令和5年3月9日・10日　於：出島メッセ）
　当院からは3名が参加し、演題発表とセクションの座長を務めました。発表では谷口亜由佳作業療法士の
演題が優秀演題表彰に選定されました。

【演題発表】
リハビリテーション科
作業療法士　谷口　亜由佳 
テーマ：「長期療養患者の意欲に対する集団活動の効果
　　　　　　　‐観察式意欲評価尺度の作成を試みて‐」
【座長】
貴志千秋リハビリテーション科科長：セクション「訪問リハビリテーション」
水田達也リハビリテーション科副主任：セクション「栄養・歯科衛生」

●令和5年度入社式（令和5年4月3日）

　令和5年度入社式では新た
に14名（中途採用含む）の職
員が入職しました。新入職員
は3日間にわたる研修で、接
遇や感染対策、医療安全など
医療現場で働くための基礎
知識（12項目）を学びました。
グループワークでは、それぞ
れが意見を出しあい、それを
チームごとに取りまとめ発表
しました。

●第8回さくら健康教室（令和5年1月28日） ●和歌山県医師会
　永年勤続看護師・准看護師表彰
　（令和5年2月16日）
　永年看護業務に精励され、地域住民の健康を
守り医師会活動に寄与された功績を讃えられ和
歌山県医師会より当院の中部奈美准看護師（勤
続15年以上）が表彰されました。

●消化器内科
　　さかい　りょうた

　酒井  亮太　医師
〈プロフィール〉
平成31年  3月　和歌山県立医科大学医学部卒業
令和元年  4月　和歌山県立医科大学附属病院   初期研修医
令和  3年10月　済生会和歌山病院   消化器内科
令和  4年10月　和歌山県立医科大学附属病院   第二内科   学内助教

　令和5年4月より木曜日に上下部内視鏡検査と腹部エコー検査を担当しています。内視鏡検査やエコー検査
は腫瘍を見つけるのに非常に有用な検査です。早期に病変を見つけることが出来たら、腫瘍が見つかった
としても完治を目指せる可能性が高くなります。上部内視鏡検査は、最近では鎮静剤を使用したり、経鼻
内視鏡という細い内視鏡を鼻から挿入する方法があったりと、より苦痛が少なくなる方法もあるため、ぜひ
一度受診をご検討ください。有田地域の医療に貢献できるように努めますので何卒よろしくお願いいたします。


